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平
成
三
十
年
十
月
三
十
日
（
火
曜
日
） 

第
五
時
間
目
（
50
分
） 

二 

学 
級 

 
 

第
三
学
年
四
組 

四
十
一
名
（
男
子
十
九
名 

女
子
二
十
二
名
）（
物
理
地
学
教
室
） 

三 

単
元
名 

 
 

マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
で
発
想
を
広
げ
て
「
当
た
り
前
」
に
疑
問
を
も
つ
視
点
を
養
お
う 

四 

単
元
の
目
標 

 

（
１
）
文
章
を
読
ん
で
批
評
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
人
間
、
社
会
、
自
然
な
ど
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
深
め
た
り
発
展
さ
せ
た
り

し
よ
う
と
す
る
。（
関
心
・
意
欲
・
態
度
） 

（
２
）
文
章
を
読
ん
で
批
評
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
人
間
、
社
会
、
自
然
な
ど
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
深
め
た
り
発
展
さ
せ
た
り

す
る
。（（
１
）
の
ウ
） 

（
３
）
語
句
の
意
味
、
用
法
を
的
確
に
理
解
し
、
語
彙
を
豊
か
に
す
る
と
と
も
に
、
文
体
や
修
辞
な
ど
の
表
現
上
の
特
色
を
と
ら
え
、

自
分
の
表
現
や
推
敲
に
役
立
て
る
。 (

知
識
・
理
解)

（（
１
）
の
オ
） 

五 

取
り
上
げ
る
言
語
活
動
と
教
材 

（
１
）
言
語
活
動 

論
理
的
な
文
章
を
読
ん
で
、
書
き
手
の
考
え
や
そ
の
展
開
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
書
く
こ
と
。（（
２
）
の
イ
） 

（
２
）
教
材 

鷲
田
清
一
「
顔
の
所
有
」（
『
現
代
文
Ｂ
』 
数
研
出
版
） 

六 

単
元
の
具
体
的
な
評
価
規
準 

（
１
）
文
章
を
読
ん
で
批
評
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
人
間
、
社
会
、
自
然
な
ど
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
効
果
的
に
深
め
た
り
発
展

さ
せ
た
り
し
よ
う
と
し
て
い
る
。（
関
心
・
意
欲
・
態
度
） 

（
２
）
文
章
を
読
ん
で
批
評
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
人
間
、
社
会
、
自
然
な
ど
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
効
果
的
に
深
め
た
り
発
展

さ
せ
た
り
し
て
い
る
。（（
１
）
の
ウ
） 

（
３
）
書
く
た
め
の
発
想
を
広
げ
た
り
情
報
を
整
理
し
た
り
し
て
、
自
分
の
考
え
を
文
章
に
ま
と
め
て
い
る
。 

（
４
）
表
現
や
効
果
に
つ
い
て
吟
味
し
て
自
己
評
価
や
相
互
評
価
を
し
、
そ
れ
ら
を
自
分
の
作
品
の
推
敲
に
役
立
て
て
い
る
。 

（
５
）
小
論
文
を
書
く
た
め
に
必
要
な
考
察
の
型
や
論
理
的
な
文
章
展
開
の
型
を
理
解
し
て
い
る
。 (

知
識
・
理
解)  

七 

指
導
観 

（
１
）
単
元
観 

 
 
 

本
教
材
で
あ
る
「
顔
の
所
有
」
と
そ
の
次
に
収
録
さ
れ
た
「
仮
面
」
は
ど
ち
ら
も
、
多
岐
に
わ
た
る
現
代
社
会
の
問
題
の
本

質
的
な
部
分
に
、
哲
学
の
側
面
か
ら
切
り
込
ん
だ
評
論
文
で
あ
る
。「
素
顔
」
と
は
、「
仮
面
」
と
は
、
と
普
段
な
に
げ
な
く

過
ご
す
「
じ
ぶ
ん
」
と
い
う
存
在
を
根
底
か
ら
揺
さ
ぶ
り
、
鋭
く
訴
え
か
け
て
く
る
文
章
が
つ
づ
く
。
生
徒
に
と
っ
て
は
や

や
難
解
な
文
章
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
文
章
に
触
れ
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
に
、
思
考
す
る
意
義
や
大
切
さ
が
見
え
て
く
る

よ
う
に
思
う
。 

（
２
）
学
習
者
観 

 
 
 

指
導
者
が
初
め
て
三
年
間
続
け
て
教
科
指
導
を
し
た
学
年
で
あ
る
。
思
え
ば
、
初
任
者
研
修
の
時
か
ら
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

も
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
視
点
で
授
業
改
善
に
取
り
組
ん
で
き
た
生
徒
た
ち
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
、
生
徒
の
様
子
は
、

話
し
合
い
活
動
に
慣
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
各
々
が
抽
象
的
な
物
事
を
自
分
事
と
し
て
受
け
止
め
、
関
連
づ
け
る
こ
と
は
ま

だ
ま
だ
未
熟
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
今
回
、
難
読
な
本
教
材
の
奥
深
さ
に
触
れ
さ
せ
た
上
で
、
筆
者
の
現
象
学
的
エ
ッ
セ
ン

ス
を
汲
み
取
り
、
当
た
り
前
だ
と
認
識
さ
れ
て
い
る
事
柄
に
疑
問
を
も
た
せ
た
い
。
そ
し
て
協
働
学
習
を
取
り
入
れ
な
が
ら

自
分
事
と
し
て
思
索
す
る
態
度
を
養
い
た
い
。
そ
れ
ま
で
の
学
習
経
験
や
身
に
つ
け
た
能
力
な
ど
を
生
か
し
な
が
ら
、
課
題

を
自
ら
設
定
し
探
求
す
る
学
習
態
度
を
養
い
、
本
授
業
を
契
機
に
学
問
の
世
界
の
入
り
口
に
立
つ
経
験
を
さ
せ
て
い
く
。 

（
３
）
教
材
観 

 
 
 

教
科
書
範
囲
も
最
後
の
章
に
入
り
、
難
読
な
文
章
に
挑
戦
す
る
。「
み
え
て
は
い
る
が
誰
も
み
て
い
な
い
も
の
を
み
え
る
よ
う

に
す
る
の
が
、
詩
だ
」（『
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
へ
の
旅
』
一
九
七
三 

中
公
新
書
）
と
い
う
詩
人
長
田
弘
の
言
葉
を
し
ば
し

ば
引
き
合
い
に
出
す
鷲
田
。
こ
の
言
葉
は
哲
学
に
も
言
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
私
た
ち
の
「
当
た
り
前
」
に
疑
問
符
を
つ
け

る
現
象
学
と
い
う
新
し
い
哲
学
的
態
度
を
通
し
て
学
問
が
伝
統
的
に
使
用
し
て
き
た
言
葉
の
限
界
を
あ
ば
く
。「
顔
」
の
意
味

に
つ
い
て
思
考
を
展
開
し
、
あ
る
意
味
で
は
格
闘
し
た
こ
の
文
章
を
な
ん
と
か
読
解
し
て
い
く
こ
と
で
、
最
後
に
ぱ
っ
と
明

る
く
視
界
が
開
け
て
い
く
こ
と
に
期
待
す
る
。
生
徒
と
と
も
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
読
解
作
業
を
進
め
て
い
き
た
い
教
材
だ
。 

  



  

第
３
次 

２
時
間 

(

本
時
は 

１
時
間
目
） 

第
２
次 

１
時
間 

第
１
次 

２
時
間 

次 
時
間 

①
当
た
り
前
を
疑
う
哲
学
的
態
度
、
②

論
理
展
開
を
問
う
課
題
に
つ
い 

て
問
題
提
起
を
書
く
。 

★
課
題
「
成
功
と
は
ど
う
い
う
こ
と

か
」（
深
い
学
び
） 

（
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
） 

・
５
人
の
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
グ
ル
ー

プ
で
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
を
共
有
す

る
。 

・
グ
ル
ー
プ
で
一
般
的
定
義
を
検
討
す

る
。 

・
自
分
の
グ
ル
ー
プ
や
他
グ
ル
ー
プ
の

一
般
的
定
義
に
反
す
る
例
や
他
の

考
え
方
に
つ
い
て
検
討
を
す
る
。 

・
グ
ル
ー
プ
で
一
つ
一
般
的
定
義
を
選

出
し
発
表
す
る
。 

・
他
グ
ル
ー
プ
と
反
例
を
交
流
し
、
論

証
を
確
認
す
る
。（
協
働
的
学
び
） 

・
小
論
文
の
問
題
提
起
（
序
論
）
を
書

く
（
１
０
０
字
程
度
）。 

・
問
題
提
起
に
つ
い
て
、
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
を
用
い
て
評
価
を
す
る
。 

・
各
自
、
問
題
提
起
の
推
敲
を
行
う
。 

（
提
出
） 

・
第
１
次
の
各
自
考
え
た
テ
ー
マ
か
第

３
次
の
課
題
に
つ
い
て
、
結
論
ま
で

記
述
し
、
活
動
の
ふ
り
か
え
り
を
す

る
。 

  

・
５
人
の
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
グ
ル
ー

プ
内
で
問
題
提
起
を
発
表
す
る
。 

・
グ
ル
ー
プ
で
一
般
的
定
義
と
反
例
や

他
の
考
え
方
に
つ
い
て
ブ
レ
が
な

い
か
検
討
す
る
。 

・
問
題
提
起
に
つ
い
て
、
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
を
用
い
て
評
価
を
す
る
。 

・
回
し
読
み
を
し
、
コ
メ
ン
ト
を
相
手

の
原
稿
に
残
す
。 

・
各
自
、
問
題
提
起
の
推
敲
を
行
う
。

（
提
出
） 

・
教
科
書
P240
を
参
照
し
、
小
論
文

の
書
き
方
を
確
認
す
る
。 

・
当
た
り
前
を
疑
う
テ
ー
マ
（
例
：

自
由
と
は
…
、
ふ
つ
う
と
は
…

な
ど
）
を
各
自
設
定
し
、
マ
イ

ン
ド
マ
ッ
プ
と
表
に
つ
い
て
書

く
。 

 
 
 

（
主
体
的
学
び
） 

・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
を
取
り
入

れ
、
一
般
的
定
義
に
つ
い
て
反

例
や
他
の
考
え
方
が
な
い
か
グ

ル
ー
プ
内
で
尋
ね
あ
う
。 

・
グ
ル
ー
プ
で
一
つ
一
般
的
定
義

と
反
例
に
つ
い
て
選
出
し
、
発

表
す
る
。 

 

（
協
働
的
学
び
） 

・
小
論
文
の
問
題
提
起
（
序
論
）

を
書
く
（
１
０
０
字
程
度
）。 

学 

習 

活 

動 

・
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
の
使
い
方
、
当
た
り
前

を
疑
う
哲
学
的
態
度
、
小
論
文
の
書
き
方

の
基
礎
を
学
ん
で
き
た
こ
と
を
確
認
さ

せ
る
。 

・
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
さ
せ
る
。 

・
第
１
次
、
第
２
次
で
生
徒
の
選
ん
だ
テ
ー

マ
以
外
か
ら
出
題
す
る
。 

         

（
反
例
の
交
流
に
つ
い
て
） 

・
自
分
の
グ
ル
ー
プ
で
、
す
で
に
出
て
い
た

反
例
に
つ
い
て
は
、
論
証
の
確
か
め
、
出

て
い
な
か
っ
た
反
例
に
つ
い
て
は
多
角

的
な
視
点
の
獲
得
に
つ
な
が
る
こ
と
を

理
解
さ
せ
る
。 

・
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
三
段
階
評
価
。
観
点
は

マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
の
広
が
り
、
哲
学
性
、

構
成
に
つ
い
て
評
価
さ
せ
る
。 

・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
参
考
に
練
り
直
さ
せ

る
。
そ
の
際
も
と
も
と
の
原
稿
は
消
さ
ず

に
残
し
、
推
敲
結
果
を
色
ペ
ン
で
上
書
き

さ
せ
る
。 

 
 
  ・

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
三
段
階
評
価
。
観
点
は

マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
の
広
が
り
、
哲
学
性
、

構
成
に
つ
い
て
評
価
さ
せ
る
。 

・
反
例
や
疑
問
が
あ
れ
ば
コ
メ
ン
ト
に
残
さ

せ
る
。 

・
コ
メ
ン
ト
を
参
考
に
練
り
直
さ
せ
る
。
そ

の
際
も
と
も
と
の
原
稿
は
消
さ
ず
に
残

し
、
推
敲
結
果
を
色
ペ
ン
で
上
書
き
さ
せ

る
。 

  

・
前
教
材
で
触
れ
た
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
を

活
用
さ
せ
る
。 

・
原
稿
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
書
き
、
裏
面
に
出

席
番
号
を
書
か
せ
る
。 

        
・
序
論
に
つ
い
て
は
、
論
理
的
な
文
章
展
開

に
お
け
る
一
つ
の
型
を
示
し
、
そ
れ
に
従

っ
て
書
か
せ
る
。 

言
語
活
動
に
関
す
る
指
導
上
の
留
意
点 

         

＊
グ
ル
ー
プ
の
助
言
を
も

ら
い
な
が
ら
ワ
ー
ク
シ

ー
ト
を
完
成
さ
せ
る
。 

            

◇
（
２
）
～
（
５
） 

◆
記
述
の
点
検 

（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
②
） 

◇
（
１
） 

◆
（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
③
） 

＊
グ
ル
ー
プ
の
助
言
を
も

ら
い
な
が
ら
ワ
ー
ク
シ

ー
ト
を
完
成
さ
せ
る
。 

       

◇
（
２
）
～
（
５
） 

◆
記
述
の
点
検 

（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
②
） 

 ＊
問
題
提
起
を
練
る
た
め

に
、
例
を
教
員
が
全
体
に

紹
介
す
る
。 

(

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
①
よ
り) 

   

＊
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
出
た

意
見
は
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に

メ
モ
さ
せ
る
。 

    

◇
評
価
規
準
、
◆
評
価
方
法
、 

＊
努
力
を
要
す
る
状
況
と
評

価
し
た
生
徒
へ
の
支
援
の
手

だ
て 

八 

単
元
の
指
導
計
画
（
配
当
時
間
５
時
間
） 



九 

本
時
の
目
標 

 
 

文
章
を
読
ん
で
批
評
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
人
間
、
社
会
、
自
然
な
ど
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
深
め
た
り
発
展
さ
せ
た
り
す

る
。（（
１
）
の
ウ
）（
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
） 

十 

本
時
（
全
５
時
間
中
の
４
時
間
目
）
の
指
導 

十
一 

本
時
の
評
価
規
準 

 
 
 

文
章
を
読
ん
で
批
評
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
人
間
、
社
会
、
自
然
な
ど
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
効
果
的
に
深
め
た
り
発
展

さ
せ
た
り
し
よ
う
と
し
て
い
る
。（
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
） 

Ｃ 

構
成
の
仕
方 

Ｂ 

マ
イ
ン
ド 

マ
ッ
プ
（
広
が
り
） 

Ａ 

当
た
り
前
を

疑
う
哲
学
的
態
度 

 

マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
で
書
い
た
語

句
を
正
し
く
用
い
、か
つ
問
題
提

起
の
型
に
沿
っ
て
い
る
。 

使
用
し
た
項
目
が
３
つ
あ
る
。 

一
般
的
理
解
と
反
例
が
正
し
い
。 

５ 

問
題
提
起
の
型
に
沿
っ
て
い
る

が
、マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
の
語
句
に

つ
い
て
内
容
に
関
連
し
て
い
な

い
部
分
が
あ
る
。 

使
用
し
た
項
目
が
２
つ
あ
る
。 

一
般
的
理
解
と
反
例
の
ど
ち
ら

か
は
正
し
い
。 

３ 

問
題
提
起
の
型
に
沿
え
て
い
な

い
。 

使
用
し
た
項
目
が
１
つ 

あ
る
い
は
０
。 

一
般
的
理
解
も
反
例
も
正
し
く

な
い
。 

１ 

終
結 

（
３
分
） 

展
開 

(

４2
分) 

導
入 

（
５
分
） 

 

学
習
段
階 

・
本
時
の
学
習
内
容
を
振 

り
返
る
。 

・
次
時
の
内
容
を
知
る
。 

・
★
課
題
「
一
般
的
な
成
功

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
」

に
つ
い
て
個
人
で
考
え
を

ま
と
め
る
。 

（
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
） 

（
主
体
的
な
学
び
） 

    

・
課
題
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ

で
考
え
を
共
有
す
る
。 

（
協
働
的
な
学
び
） 

   

・
他
グ
ル
ー
プ
の
定
義
に
つ

い
て
反
例
を
検
討
し
哲
学

的
思
考
を
深
め
る
。 

（
協
働
的
な
学
び
） 

   

・
課
題
に
つ
い
て
一
般
的
定

義
と
反
例
を
踏
ま
え
て
問

題
提
起
を
書
く
。 

・
５
人
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
る
。 

 
 

（×

８
） 

・
前
時
の
復
習
を
す
る
。 

学
習
内
容 

 

②
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
②
に
そ
っ
て
記
入
す

る
。 

③
個
人
で
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
を
書
く
。 

（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
１
）（
５
分
） 

④
個
人
で
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
か
ら
一
般

的
な
定
義
と
反
例
を
整
理
す
る
。 

（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
２
）（
５
分
） 

⑤
グ
ル
ー
プ
で
自
分
の
書
い
た
マ
イ
ン

ド
マ
ッ
プ
を
見
せ
合
う
。 
（
３
分
） 

⑥
グ
ル
ー
プ
で
一
般
的
な
定
義
を
ま
と

め
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
７
分
） 

⑦
一
般
的
な
定
義
一
つ
を
選
出
し
、
用
紙

に
ま
と
め
黒
板
に
掲
示
す
る
。（
２
分
） 

⑧
他
グ
ル
ー
プ
の
一
般
的
な
定
義
を
選

び
、
反
例
と
そ
の
理
由
を
検
討
す
る
。 

（
８
分
） 

⑨
他
グ
ル
ー
プ
の
一
般
的
な
定
義
に
対

す
る
反
例
を
用
紙
に
ま
と
め
、
黒
板
に

掲
示
す
る
。 

 
 
 
 
 

（
２
分
） 

⑩
反
例
と
し
た
理
由
を
各
グ
ル
ー
プ
１

分
程
度
で
発
表
す
る
。 

 

（
８
分
） 

⑪
自
分
の
考
え
や
自
分
の
グ
ル
ー
プ
、
他

グ
ル
ー
プ
の
発
表
を
参
考
に
書
き
始

め
る
。 

（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
３
）（
残
り
時
間
） 

       

③
一
番
周
り
が
納
得
す
る
で
あ
ろ
う
一

般
的
定
義
を
一
つ
選
出
す
る
。 

       

④
前
時
で
学
ん
で
き
た
小
論
文
の
書
き

方
に
沿
っ
て
書
く
。 

①
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
の
使
い
方
、
当
た
り

前
を
疑
う
哲
学
的
態
度
、
小
論
文
の
書

き
方
の
基
礎
を
学
ん
で
き
た
こ
と
を

確
認
す
る
。 

学
習
活
動 

◇
（
２
）（
３
）（
４
）（
５
） 

・
次
時
で
推
敲
し
た
も
の
を
教
員
が
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
を
用
い
て
評
価
す
る
。 

  

③
・
連
想
す
る
限
り
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
を
記

入
さ
せ
い
く
。 

 

④
・
過
半
数
を
納
得
さ
せ
ら
れ
る
定
義
を

「
一
般
的
」
と
す
る
（
前
時
よ
り
）
こ

と
も
改
め
て
確
認
さ
せ
る
。 

⑤
・
個
人
で
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
を
書
い
た

際
、
自
分
に
な
か
っ
た
考
え
に
つ
い
て

は
、
相
手
に
伝
え
る
よ
う
に
さ
せ
る
。 

 
 ⑦

⑧
・
具
体
的
な
事
例
も
踏
ま
え
て
議
論
さ

せ
る
。 

    

⑩
・
班
で
ど
の
よ
う
な
議
論
が
さ
れ
た
か
報

告
さ
せ
る
。 

  

⑪
・
次
時
ま
で
に
書
く
よ
う
指
示
す
る
。 

 

①
・
教
員
か
ら
前
時
に
取
り
組
ん
だ
課
題
に

つ
い
て
口
頭
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を

し
、
生
徒
に
復
習
さ
せ
る
。 

 

言
語
活
動
に
お
け
る
指
導
上
の
留
意
点 

十
二 

第
３
次
で
使
用
す
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク 

 

十
三 

御
高
評 



ワ
ー
ク
シ
ー
ト
① 

 
 
 

３
年 

 

４
組 

 
 
 
 
 

ペ
ン
ネ
ー
ム 

 

１
，
連
想
し
た
こ
と
を
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
に
し
て
み
よ
う
。（
例
：
常
識
・
正
義
・
平
等
・
役
に
立
た
な
い
こ
と
・
芸
術
・
手
・
建
築
・
お
金
…
） 

                

２
，
一
般
的
な
定
義
（
哲
学
的
概
念
）
と
そ
れ
に
対
応
す
る
反
例
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。 

                      

【
小
論
文
】
の
構
成 

①
問
題
提
起 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

②
意
見 

 

・
普
通
は
～
／
一
般
的
に
は
～
（
一
般
的
な
定
義
） 

 
 

 
 

 
 

 

・
私
は
～
（
自
分
の
考
え
） 

・
し
か
し
～ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
な
ぜ
な
ら
～
（
根
拠
） 

・
な
ぜ
な
ら
～
（
一
般
的
な
定
義
の
理
解
を
疑
う
態
度
） 

 
 

 
 

 

・
例
え
ば
～
（
補
強
） 

・
確
か
に
～
（
反
論
の
想
定
） 

・
し
か
し
～
（
再
反
論
） 

３
，
問
題
提
起
を
書
い
て
み
よ
う
。 

 

            

                   

コ
メ
ン
ト
欄
（
回
覧
に
て
） 

 
     

今
回
は
△
な
例
）
若
者
の
活
字
離
れ
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
。 

（
こ
れ
は
哲
学
的
と
い
う
よ
り
社
会
学
的
） 

今
回
は
△
な
例
）
日
本
語
は
非
論
理
的
な
も
の
だ
。 

（
こ
れ
は
哲
学
的
と
い
う
よ
り
言
語
学
的
） 

例
）
平
和
と
は
事
件
が
起
こ
ら
ず
安
寧
が
保
た
れ
る
こ
と
。 

例
）
平
等
と
は
誰
に
対
し
て
も
等
し
く
接
す
る
こ
と
。 

例
）
所
有
と
は
意
の
ま
ま
に
し
う
る
こ
と
。 

一
般
的
な
定
義 

     

 
 

 
 

 
 

→
本
当
に
活
字
離
れ
が
進
ん
で
い
る
？  

→
本
当
に
非
論
理
的
？ 

  

所
有
は
所
有
者
が
囚
わ
れ
て
い
る
点
に
お
い
て
自
分
の
意
の
ま
ま

に
な
ら
な
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

→
所
有
と
は
？ 

反
例
（
そ
の
定
義
に
当
て
は
ま
ら
な
い
例
） 

よ
り 

よ
り 

よ
り 

よ
り 

ペ
ン
ネ
ー
ム 

    Ａ 

    Ｂ 

    Ｃ 

    

コ
メ
ン
ト 

Ｃ 

論
理
性 

Ｂ 
哲
学
的
態
度 

Ａ 

マ
イ
ン
ド 

マ
ッ
プ 

 

一
般
的
定
義
と
反
例
が
正
し
い
。 

問
題
提
起
が
「
当
た
り
前
」
を
疑

っ
て
い
て
納
得
で
き
る
。説
得
力

が
あ
る
。 

使
用
し
た
項
目
が
３
つ
あ
る
。 

５ 

一
般
的
定
義
と 

反
例
の
ど
ち
ら
か
は
正
し
い
。 

問
題
提
起
が
「
当
た
り
前
」
を
疑

お
う
と
し
て
い
る
。 

使
用
し
た
項
目
が
２
つ
あ
る
。 

３ 

一
般
的
定
義
も 

反
例
も
正
し
く
な
い
。 

問
題
提
起
が
「
当
た
り
前
」
を
疑

え
て
い
な
い
。 

使
用
し
た
項
目
が 

１
つ
あ
る
い
は
０
。 

１ 

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

※
第
１
次
で
使
用
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
す
で
に
実
施
済
）
※ 



 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
② 

 
 
 

３
年 

 

４
組 

 

（ 
 
 

）
番
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

○
み
ん
な
へ
：
今
日
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
公
開
授
業
で
す
。
い
つ
も
と
違
う
場
所
で
、
大
勢
の
先
生
方
に
見
ら
れ
て
緊
張
す
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、君
ら
が
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
全
部
正
解
で
す
。い
つ
も
通
り
で
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
。 

○
今
回
の
目
標
：
あ
え
て
当
た
り
前
を
疑
っ
て
み
よ
う
（
こ
の
考
え
方
を
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
シ
ン
キ
ン
グ
と
い
い
ま
す
）。 

○
今
回
の
テ
ー
マ
：
一
般
的
な
「
成
功
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
（
人
間
や
そ
の
他
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
生
き
物
も
含
む
） 

で
す
。 

 

１
，「
成
功
」
に
つ
い
て
連
想
し
た
こ
と
を
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
に
し
て
み
よ
う
。 

                  

２
，
一
般
的
な
定
義
と
そ
れ
に
反
す
る
例
（
定
義
に
当
て
は
ま
ら
な
い
例
）
や
他
の
考
え
方
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。 

              

 

【
小
論
文
】
の
構
成 

①
問
題
提
起 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

②
意
見 

 

・
普
通
は
～
／
一
般
的
に
は
～
（
一
般
的
な
定
義
） 

 
 

 
 

 
 

 

・
私
は
～
（
自
分
の
考
え
） 

・
し
か
し
～ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
な
ぜ
な
ら
～
（
根
拠
） 

・
な
ぜ
な
ら
～
（
一
般
的
な
定
義
の
理
解
を
疑
う
態
度
） 

 
 

 
 

 

・
例
え
ば
～
（
補
強
） 

・
確
か
に
～
（
反
論
の
想
定
） 

・
し
か
し
～
（
再
反
論
） 

３
，「
２
，」
を
踏
ま
え
て
、
問
題
提
起
を
書
い
て
み
よ
う
。 

          

 

         

成
功
と
は 

 

成
功
と
は 

 

成
功
と
は 

 

成
功
と
は 

 

成
功
と
は 

 

一
般
的
に
は
成
功
と
は
○
○
で
あ
る
！
（
と
言
わ
れ
て
い
る
） 

 

     

反
例
・
他
の
考
え
方 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

よ
り 

よ
り 

よ
り 

よ
り 

名
前 

    Ａ 

    Ｂ 

    Ｃ 

    

コ
メ
ン
ト 

Ｃ 

構
成
の
仕
方 

（
３
の
み
） 

Ｂ 
マ
イ
ン
ド 

マ
ッ
プ
（
広
が
り
） 

（
１
→
３
） 

Ａ 

当
た
り
前
を

疑
う
哲
学
的
態
度 

（
２
→
３
） 

 

マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
で
書
い
た
語

句
を
正
し
く
用
い
、か
つ
問
題
提

起
の
型
に
沿
っ
て
い
る
。 

使
用
し
た
項
目
が
３
つ
あ
る
。 

一
般
的
理
解
と
反
例
が
正
し
い
。 

５ 

問
題
提
起
の
型
に
沿
っ
て
い
る

が
、マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
の
語
句
に

つ
い
て
内
容
に
関
連
し
て
い
な

い
部
分
が
あ
る
。 

使
用
し
た
項
目
が
２
つ
あ
る
。 

一
般
的
理
解
と
反
例
の
ど
ち
ら

か
は
正
し
い
。 

３ 

問
題
提
起
の
型
に
沿
え
て
い
な

い
。 

使
用
し
た
項
目
が
１
つ 

あ
る
い
は
０
。 

一
般
的
理
解
も
反
例
も
正
し
く

な
い
。 

１ 

成功とは 

※
※
本
時
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
※
※ 



ワ
ー
ク
シ
ー
ト
③ 

 
 
 

３
年 

 

４
組 

( 
 
 
)

番( 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
) 

 

                

◆
「
当
た
り
前
を
疑
う
」
視
点
に
つ
い
て
の
振
り
返
り 

    

◆
小
論
文
の
相
互
添
削
活
動
に
つ
い
て
の
振
り
返
り 

     

◆
小
論
文
を
書
く
に
あ
た
り
、
気
を
つ
け
た
い
と
思
っ
た
こ
と 

     

◆
今
回
の
活
動
全
体
を
通
じ
て
の
感
想 

       

他
者
と
の
交
流
を
通
し
て
、
考
え
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
か
。 

「
当
た
り
前
を
疑
う
」
視
点
に
そ
っ
て
小
論
文
を
書
く
こ
と
が
で
き
た
か
。 

今
後
思
い
つ
い
た
内
容
を
整
理
す
る
た
め
に
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
を
使
え
そ
う
か
。 

今
回
の
授
業
で
は
、
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
を
効
果
的
に
使
え
た
か
。 

意
欲
的
に
学
習
活
動
に
参
加
し
た
か
。 

学
習
目
標(

「
当
た
り
前
」
を
疑
う
視
点
を
養
う)

を 

確
認
し
て
授
業
を
受
け
た
か
。 

評
価
項
目 

Ａ 

・ 

Ｂ 

・ 

Ｃ 

Ａ 

・ 

Ｂ 

・ 

Ｃ 

Ａ 

・ 

Ｂ 

・ 

Ｃ 

Ａ 

・ 

Ｂ 

・ 

Ｃ 

Ａ 

・ 

Ｂ 

・ 

Ｃ 

Ａ 

・ 

Ｂ 

・ 

Ｃ 

評
価 

◆
自
己
評
価 

（
Ａ
で
き
た
・
Ｂ
ま
あ
ま
あ
・
Ｃ
改
善
の
余
地
が
あ
る
） 



本
文 

 

顔
の
所
有 

 
 

鷲
田
清
一 

  

顔
は
誰
の
も
の
か
？ 

 

し
か
し
、
そ
も
そ
も
こ
の
よ
う
な
問
い
は
間
違
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
誰
の
顔
か
と
問
う
前
に
、
そ
も
そ
も
顔
は
誰
か
に
よ

っ
て
所
有
さ
れ
る
も
の
な
の
か
ど
う
か
、
そ
れ
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
誰
か
の
顔
」
と
言
う
と
き
、
顔
は
も
う
、
顔
以
外
の
も

の
と
、
そ
れ
か
ら
分
離
し
た
か
た
ち
で
関
係
づ
け
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
い
や
そ
も
そ
も
誰
か
の
顔
の
前
で
、「
こ
れ
は
誰
の
顔
か
？
」

と
問
う
よ
う
な
状
況
が
あ
り
う
る
だ
ろ
う
か
。
死
体
の
検
証
現
場
な
ら
話
は
別
だ
が
。 

 

我
々
は
誰
か
の
顔
の
前
で
（
と
い
う
よ
り
、
誰
か
の
前
で
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
）
、
「
あ
な
た
は
誰
か
？
」
と
問
う
の
で
あ
っ
て
、

顔
は
「
誰
の
も
の
」
と
し
て
よ
り
む
し
ろ
、
「
誰
」
と
し
て
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
は
ず
だ
。
「
誰
か
の
も
の
」
と
し
て
問
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
つ
ま
り
「
所
有
」
と
い
う
比
喩
に
よ
っ
て
顔
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
顔
が
消
失
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

が
、
そ
う
す
る
と
、
そ
も
そ
も
誰
か
の
「
素
顔
」
と
い
う
概
念
も
不
可
能
に
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
。
お
そ
ら
く
そ
う
で
あ

る
。
素
顔
が
「
あ
り
の
ま
ま
の
」
顔
、
「
ほ
ん
と
う
の
」
顔
を
意
味
さ
せ
ら
れ
て
い
る
限
り
は
、
〈
顔
〉
と
い
う
現
象
が
、
真
の
顔
と

偽
り
の
顔
と
に
、
つ
ま
り
は
「
素
顔
」
と
「
仮
面
」
と
に
分
割
さ
れ
る
と
き
、
そ
の
分
割
の
規
準
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
顔
と
（
お
そ

ら
く
は
そ
の
顔
面
の
背
後
に
想
定
さ
れ
て
い
る
）
「
誰
」
と
の
一
致
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ル
ソ
ー
が
覆
い
と
し
て
の
顔
面
の
背
後

に
想
定
し
た
あ
の
「
わ
た
し
の
内
部
」
と
い
う
観
念
、
「
一
連
の
感
情
の
つ
な
が
り
」
と
い
う
観
念
が
、
そ
の
規
準
の
典
型
的
な
例
で

あ
っ
た
。 

 

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
「
わ
た
し
の
内
部
」
、
つ
ま
り
わ
た
し
の
「
誰
」
が
、
顔
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
、
顔
に
よ
っ
て
存
在
し
始

め
る
、
と
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。
そ
の
と
き
「
素
顔
」
は
い
っ
た
い
何
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
か
。 

 

顔
が
も
し
所
有
の
対
象
で
あ
れ
ば
、
人
は
そ
れ
を
思
う
が
ま
ま
自
由
に
操
れ
る
は
ず
だ
。
実
際
、
所
有
権
を
め
ぐ
り
西
欧
の
思
想
史

の
中
で
も
、
「
所
有
」
と
い
う
観
念
は
、
常
に
「
自
分
の
意
の
ま
ま
に
し
う
る
こ
と
〔
随
意
性
、
自
由
裁
量
権
、
つ
ま
り
自
由
に
処
理

し
て
よ
い
こ
と
〕
」
と
い
う
観
念
と
等
値
の
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。
が
、
し
か
し
、
マ
ル
セ
ル
が
身
体
に
関
し
て
言
っ
て
い
た
の
と
同

じ
よ
う
に
、
顔
は
誰
か
が
思
う
が
ま
ま
自
由
に
管
理
・
統
制
し
う
る
も
の
で
は
な
い
。
顔
に
お
い
て
、
わ
た
し
は
そ
の
主
人
で
は
な
い
。

い
や
む
し
ろ
、
顔
は
わ
た
し
の
意
の
ま
ま
に
な
ら
な
い
も
の
の
典
型
で
す
ら
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

顔
を
自
分
の
も
の
、
自
分
の
意
の
ま
ま
に
な
る
も
の
と
考
え
る
、
つ
ま
り
所
有
と
操
作
の
対
象
と
考
え
る
と
き
、
我
々
は
顔
に
所
有

さ
れ
る
…
…
。
そ
う
い
う
逆
説
が
顔
の
所
有
に
は
つ
き
ま
と
う
。 

 
 
 

私
た
ち
は
私
た
ち
自
身
に
と
っ
て
処
置
可
能
で
は
な
い
〔
＝
私
た
ち
は
自
分
の
意
の
ま
ま
に
な
ら
な
い
〕
。
私
た
ち
の
存
在
に

は
外
部
の
事
情
、
お
そ
ら
く
不
完
全
に
し
か
考
え
ら
れ
な
い
事
情
に
よ
っ
て
、
突
然
私
た
ち
を
近
づ
け
る
部
分
が
あ
る
。
ち
ょ
っ

と
の
間
、
鍵
が
私
た
ち
に
わ
た
さ
れ
る
。
何
分
か
経
つ
と
戸
は
ま
た
閉
ざ
さ
れ
て
、
鍵
は
消
え
て
い
る
。
そ
う
い
う
も
の
だ
と
い

う
こ
と
を
、
私
は
謙
虚
な
悲
し
み
を
も
っ
て
受
け
い
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
Ｇ
・
マ
ル
セ
ル
『
存
在
と
所
有
』
） 

 

右
で
述
べ
た
よ
う
に
、
西
欧
の
思
想
史
に
お
い
て
、
「
所
有
」
と
い
う
観
念
は
常
に
「
意
の
ま
ま
に
し
う
る
こ
と
」
（
＝
随
意
性
・

自
由
裁
量
権
）
と
い
う
観
念
に
置
き
換
え
ら
れ
て
き
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
わ
た
し
に
と
っ
て
自
分
の
存
在
が
意
の
ま
ま
に
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
わ
た
し
が
「
わ
た
し
の
も
の
」
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
わ
た
し
は
わ
た
し
自
身
を
所
有
し
え
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。 

 

顔
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
顔
は
た
し
か
に
、
作
る
こ
と
、
取
り
繕
う
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
が
、
作
り
、
取
り
繕
っ
た
つ
も

り
に
な
っ
て
い
る
だ
け
で
、
本
当
は
そ
の
作
っ
た
顔
、
取
り
繕
っ
た
顔
を
自
分
で
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
一
生
で
き
な
い
。

そ
の
意
味
で
顔
は
、
わ
た
し
か
ら
遠
く
遠
く
隔
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
顔
は
そ
れ
を
作
り
う
る
、
取
り
繕
い
う
る
と
考
え
た
と
き
、

つ
ま
り
自
分
の
意
の
ま
ま
に
な
る
も
の
、
自
分
の
所
有
と
操
作
の
対
象
で
あ
る
と
考
え
た
と
き
、
〈
顔
〉
と
い
う
現
象
は
わ
た
し
か
ら

最
も
遠
ざ
か
る
。
皮
肉
に
も
、
「
わ
た
し
の
も
の
」
と
し
て
の
こ
の
〈
顔
〉
が
他
者
に
対
し
て
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
〈
顔
〉

は
、
わ
た
し
だ
け
の
も
の
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
う
の
だ
。 

 

そ
の
こ
と
を
今
、所
有
す
る
こ
と
は
そ
の
ま
ま
所
有
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
パ
ラ
ド
ク
シ
カ
ル
な
現
象
の
方
か
ら
考
え
て
み
る
。

ヘ
ー
ゲ
ル
は
『
法
の
哲
学
』
で
、
所
有
に
お
け
る
こ
の
所
有
関
係
の
反
転
と
い
う
現
象
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
「
所

有
に
お
い
て
私
の
意
志
が
一
つ
の
外
面
的
な
物
件
の
な
か
へ
お
の
れ
を
置
き
入
れ
る
と
い
う
こ
と
の
う
ち
に
は
、
私
の
意
志
は
そ
の
物



件
の
う
ち
に
反
映
さ
れ
る
と
ち
ょ
う
ど
同
じ
ほ
ど
、
そ
の
物
件
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
、
必
然
性
の
も
と
に
置
か
れ
る
と
い
う
こ
と
が
ふ

く
ま
れ
て
い
る
」
。
所
有
は
そ
の
主
体
が
何
か
あ
る
対
象
を
自
己
の
存
在
に
と
っ
て
不
可
欠
の
も
の
と
し
て
要
請
し
て
い
る
限
り
で
、

言
い
換
え
る
と
、
そ
の
所
有
物
が
自
己
の
存
在
の
一
部
を
な
し
て
い
る
限
り
で
、
そ
の
所
有
対
象
に
囚
わ
れ
て
い
る
＝
占
め
ら
れ
て
い

る
。
所
有
者
が
所
有
対
象
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
る
と
い
う
事
態
が
発
生
す
る
の
で
あ
る
。
所
有
と
は
普
通
、
あ
る
も
の
を
自
分
の
意
の

ま
ま
に
し
う
る
こ
と
（
随
意
性
）
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
所
有
と
は
む
し
ろ
自
分
の
意
の
ま
ま
に
な
ら
な
い
こ
と
（
不
随
意
性
）
を

こ
そ
意
味
す
る
の
だ
。
す
る
と
、
顔
に
つ
い
て
も
、
顔
を
自
分
の
も
の
と
し
て
所
有
す
る
こ
と
で
顔
に
所
有
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い

う
反
転
現
象
を
確
認
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
〈
顔
〉
と
い
う
現
象
を
「
わ
た
し
の
も
の
」
と
し
て
所
有
し
よ
う
と
し
た
と

た
ん
、
人
は
〈
顔
〉
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
。 

 
 
 

苦
し
む
と
い
う
こ
と
は
、
ひ
と
の
持
つ
も
の
が
そ
の
ひ
と
の
存
在
の
構
成
分
子
に
な
っ
て
い
る
か
ぎ
り
で
、
そ
の
持
つ
も
の
に

お
い
て
起
こ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
肉
体
的
な
苦
し
み
は
あ
ら
ゆ
る
苦
し
み
の
原
型
、
あ
る
い
は
そ
の
根
元
で
あ
る
。
（
マ
ル

セ
ル
、
前
掲
書
） 

同
じ
書
物
の
中
で
、
マ
ル
セ
ル
は
こ
う
も
言
う
。 

 
 
 

持
つ
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
が
（
そ
れ
で
）
な
い
も
の
で
あ
る
一
つ
の
あ
り
方
だ
、
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 
 
 

明
ら
か
な
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ら
一
見
非
常
に
抽
象
的
な
す
べ
て
の
反
省
の
下
に
、
私
が
自
分
の
所
有
す
る
も
の

（
そ
れ
は
私
自
身
で
は
な
く
て
外
的
な
も
の
で
あ
る
）
に
密
着
し
て
い
る
と
い
う
、
ふ
し
ぎ
な
ほ
ど
直
接
な
経
験
が
横
た
わ
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

こ
こ
で
は
、
所
有
は
所
有
物
へ
の
「
密
着
」
と
し
て
、
つ
ま
り
自
己
を
所
有
物
と
同
一
視
す
る
こ
と
と
し
て
取
り
出
さ
れ
て
い
る
。

possession

（
所
有
）
がpossession

（
憑
依
）
へ
と
、
つ
ま
り
所
有
さ
れ
る
こ
と
へ
と
反
転
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
所

有
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
に
初
め
か
ら
自
分
を
喪
失
す
る
可
能
性
を
内
に
含
ん
で
い
る
。
そ
う
い
う
喪
失
へ
の
不
安
が
、
ま

す
ま
す
自
己
へ
の
密
着
（
＝
所
属
）
へ
の
欲
望
を
募
ら
せ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
人
は
何
か
を
求
め
て
い
る
限
り
、
そ
の
求
め
ら
れ
る
も
の
に
翻
弄
＝
所
有
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
人
は
、
反
転
の

起
こ
ら
な
い
「
絶
対
的
所
有
」
を
さ
ら
に
求
め
る
。
所
有
の
「
苦
し
み
」
は
こ
の
よ
う
な
所
有
の
も
つ
れ
か
ら
く
る
。
《
絶
対
的
所
有

の
夢
》
。
夢
と
し
て
の
自
己
と
の
一
致
で
あ
る
。
我
々
は
自
分
の
顔
で
あ
る
こ
と
を
願
う
の
だ
。
こ
れ
は
、
強
い
ら
れ
る
、
と
言
い
換

え
て
も
同
じ
こ
と
だ
。 

 

わ
た
し
は
顔
を
自
分
の
も
の
と
し
て
「
領
有
」
〔
我
が
も
の
と
す
る
こ
と
、
自
己
固
有
の
も
の
と
認
め
る
こ
と
〕
さ
せ
ら
れ
る
。
顔

は
ど
う
も
、
「
持
た
な
い
」
こ
と
、
非
所
有
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
を
許
さ
な
い
現
象
で
あ
る
ら
し
い
。 

 


